
1952-1964
1952
　昭和27年

●茂原町・東郷村・豊田村・二宮本郷村・
　五郷村・鶴枝村が合併し、茂原市となる
●市章制定
●初代市長に松本紋四郎氏当選
●茂原市教育委員会発足
●房総東線（外房線）の天然ガス車が廃止され、
　ディーゼルカーとなる
●本納保育所開設
●茂原市消防団発足

1953
　昭和28年

●本納町と新治村が合併し、
　新たに本納町となる
●県立茂原農業高等学校が　
　野巻戸から上林に移る
●日立製作所電子管部門の新工場を誘致
●鶴枝小学校改築
●市庁舎増築
●県道茂原－一宮線と県道茂原－東金線が、
　国道128号線となる

1954
　昭和29年

●茂原市常備消防署設置
●旧茂原農業高等学校校舎を利用し、
　公民館を設置、公民館内に図書館を置く
●茂原市警察署廃止

昭和27年の市制施行祝賀会風景 榎町備前屋あたりの高所から展望した、
昭和27年当時の西部の町並み

茂原市70年のあゆみ

第1回茂原市議会議員
長生教育会館の玄関前での記念撮影

昭和27~28年頃の麦の刈り入れ風景
（現在の中の島地区より南中学校の方向）

出初式後に行われる放水試験
昭和30年頃の本納消防団

昭和37年頃の駅前通り昭和32年頃の東洋高圧工業株式会社
千葉工業所建設風景（茂原海軍航空隊の旧飛行場跡）

昭和38年、新築まもない市役所庁舎昭和31年、第2回茂原七夕まつりの
鍋屋あたりの飾り付けの様子

1955
　昭和30年

●薫風小学校を廃し、茂原小学校の
　学区の一部を加えて西小学校設置
●豊田・二宮両中学校を廃し、
　冨士見中学校設置
●長南町の一部（墨田）を合併
●二宮地区有線放送開始
●第1回茂原七夕まつりを開催
●新茂原駅開業
●国勢調査実施　人口34,189人

1956
　昭和31年

●本納町と豊岡村が合併し、
　新たに本納町となる
●松本紋四郎氏　市長に再選
●市議会議員の選挙区を大選挙区制とする
●豊田・東郷・鶴枝地区有線放送開始

1957
　昭和32年

●東郷保育所開設
●小学校で完全給食が開始
●茂原・五郷地区有線放送開始
●市役所の出張所を廃止
●焼失した茂原中学校校舎が復旧
●同和ジプサムボード株式会社を誘致
●東洋高圧千葉工業所が開所式を実施

1958
　昭和33年

●市営野球場の建設開始
●大芝にじん芥・し尿処理場を建設
●日進橋の架け替え工事を実施
●台風21・22号による被害甚大、
　被災者数約15,000人

かい

1959
　昭和34年

●大芝のじん芥焼却場・し尿処理場が
　事業を開始
●市立図書館設置
●関東天然ガス㈱を誘致

1960
　昭和35年

●五郷・鶴枝両中学校を廃し、南中学校を設置
●松本紋四郎氏　市長に3選
●西小学校に市内で初めて特殊学級を設置
●老人クラブ発足
●千葉銀行前に市内で初めて
　交通信号機が設置される
●第2室戸台風襲来　被災者約10,000人
●茂原中学校増築
●国勢調査実施　人口39,378人

1961
　昭和36年

●東郷中学校を廃し、東中学校を設置
●市史編さん委員会設置
●心配ごと相談所開設
●各地区の有線放送を統合

1962
　昭和37年

●豊田保育所開設
●市営火葬場建設
●萩原団地の造成が始まる
●オリエンタル化成・小知和食品・
　コスガを誘致

1964
　昭和39年

●永興寺釈迦如来像が、県の文化財に指定
●鶴枝保育所開設
●松本紋四郎氏　市長に4選
●青年館の建設が始まる
●県の出先機関長生支庁が発足
●五郷小学校改築

1963
　昭和38年

●県立茂原工業高等学校が東郷に設置される
●新市庁舎落成
●両総用水通水開始
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